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はじめに

この本に書かれているのは、私自身が英検１級、TOEIC990 点をと

るまでの間に、英語力を高めるためにやってきたこと、そのものです。

できるだけ短い時間で、しっかりと結果がでるように英語力をつけ

るにはどうしたらよいか、“ 高い英語力を上手に早く得る ” 方法がこ

の本には書かれています。

前半部分では、英検や TOEIC で高得点を取るための土台となる英

語力のつけ方を共有します。

英語を自由自在に使いこなせるようになるために何をすべきなの

か、私が行きついた結論をもとに、下記の２つのことを最短で達成す

ることを目指します。

１．仕事やプライベートで英語がよく使えるようになる。

２．英検や TOEIC などの資格試験で高得点が取れる。

後半部分では、TOEIC へのベストの対応方法をそれぞれのパート

ごとにつくり出して、受験前にそれを決め、一気に TOEIC の高得点

を狙います。

TOEIC では、自分の性格や実力に合ったベストの対応方法を試験

前に見つけ出して、試験中それを行い、うまくいかなかったところは

微修正、あるいは思い切って変更しながら、試験に対する経験値を上

げていく、このことがきわめて大事です。
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はじめに

TOEIC は試験に対するアプローチの仕方、これによって非常に大き
な得点差が生まれます。

TOEIC で高得点を取ることだけを目的に、TOEIC の、TOEIC による、

TOEIC のためだけの勉強をしたとしても、TOEIC の得点が上がるに

したがって、その英語力は、仕事でも十分に使えるものとなっていき

ます。

あとはその実力を信じて、自信をもって前に前に踏み出していけば、

TOEIC 高得点取得までの過程で得た英語力をもって、仕事の場でも

相当に活躍でき、仕事も楽しくなります。

TOEIC の問題は、特に職場で便利に使える単語やフレーズが身に

つけられるように、極限まで考えられて、全問が良問として完成して

いるからです。

無駄な労力は省き、最短で高い英語力をつけ、早めに使っていきま

しょう。

この本は必ずみなさんの期待に応えます。
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【第１章・英語力強化】

１．順番

高い英語力を確実に、早く得る為に、以下の順番で英語を学ぶこと

をおすすめします。

１番目　文法を覚える

まずは英語の重要文法をしっかりと覚える。

専門的な英文法にまで範囲を広げずに、英語を使う上できわめて重
要な文法に的を絞って、よく使いこなせるようにしておくことが重要

です。

単語力は、英語に直接触れながら徐々につけていく必要があり、継

続的に見ていくことが必要ですが、“ 文法は比較的短い期間でマス
ターできる ” ことから、まずは文法をできるだけ早めに覚えて、普段

から使っていくことが非常に効果的です。

無理して難しい文法を覚える必要はなく、時制、助動詞、受動態、
関係代名詞、動名詞 / 不定詞、特によく使うこの５つ文法の基本知識

があれば、英語を理解するのには十分に対応できます。

この本の最後にこの５つの文法をまとめていますので、こちらを活

用してください。



7

１．順番

第１章・英語力強化

２番目　単語を覚える準備をする

単語が覚えやすくなるように準備する。

多くの単語を覚える前に、まずは英単語の中に特によく出てくる接
頭辞、接尾辞、語根をいくつか覚えてしいましょう。

これにより新しい単語がかなり覚えやすくなります。

３番目　英語に多く接していく

多くの英文に触れながら、辞書を見なくても意味がわかる単語を増

やしていくとともに、覚えた文法に慣れていく。

英語を学ぶ上では、文法と単語、特にこの２つが重要で、それぞれ

の力がついてくればくるほど、思うままに英語を使っていろいろなこ

とができるようになります。

まずは、文法、単語の基礎を固め、多くの英文に触れながら、徐々

にそれぞれの力を強くしていくことが、英語力を伸ばす近道になりま

す。


